
 

幼稚園、保育所、認定こども園以外の無償化措置の対象範囲等に関する検討会資料 

 平成 30年 4月 5日  

千葉県健康福祉部子育て支援課 

 

Ⅰ 管内の幼児教育・保育施設、待機児童に関する全般的な状況 

 

１ 課題 

 各市町村では概ね「子ども・子育て支援事業計画」（平成２７年度～３１年度）

どおりに保育所等の整備を進めているが、特に都市部では宅地開発による人口流

入などにより保育の利用申込が増加し、待機児童が依然として多い。 

そのため、待機児童解消に向けた、保育施設の整備と保育士の確保が喫緊の課

題である。 

 

２ 待機児童の解消に向けた取組 

（１）保育所等の整備 

待機児童解消に向けて、市町村と連携して保育所、認定こども園、小規模保育事

業等の多様な保育の受け皿整備を図っている。 

 国の交付金などの活用に加えて、県の上乗せ補助事業の実施により施設整備を促

進してきた。 

さらに、平成 30 年度から賃貸物件を活用した県単独の補助事業を創設し、保育

所や小規模保育事業等の保育の受け皿整備を加速させていく。 

  ※県の上乗せ事業：保育所整備促進事業（H21～） 

           賃貸による保育所・小規模保育事業所緊急整備事業（H30～） 

 

（２）保育士の確保 

新規保育士の増加、潜在保育士の掘り起こし及び現任保育士の定着を図っている。 

平成２９年１０月からは市町村と連携して民間保育士の給与改善のための補助

事業を創設し、実施している。 

※主な保育士確保対策 

・新規保育士の増加：修学資金貸付、保育教諭確保のための保育士資格取得支援事業 等 

 ・潜在保育士の就職支援：就職準備金・未就学児の保育料貸付、ちば保育士・保育所支援セ

ンターの設置 等 

 ・現任保育士の勤務環境改善：千葉県保育士処遇改善事業（県単）、保育士配置改善事業（県

単）、保育補助者雇上強化事業 等 
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３ 県内保育の状況 

 （１）待機児童数の推移（各年 4月 1日現在） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 

待機児童数 1,340人 1,251人 1,646人 1,460人 1,787人 

0-2歳 1,071人 1,050人 1,321人 1,311人 1,676人 

3歳以上 269人 201人 325人 149人 111人 

 
 

（２）保育所の状況                           （単位：人） 

 H25.4.1 H26.4.1 H27.4.1 
（※） 

H28.4.1 H29.4.1 H25～H29 

保育所認可定員数 81,262 84,046 91,801 98,244 104,834  

（対前年比） 2,059 2,784 7,755 6,443 6,590 ＋23,572 

施設数 809 843 1,007 1,157 1,297  

内

訳 

保育所   859 908 959  

認定こども園   49 67 103  

地域型保育   99 182 235  

（※）平成２７年からの定員数は、保育所、認定こども園、地域型保育事業の合計 

   

 

（３）預かり保育の実施状況 

ア 私立幼稚園（学事課 私立学校実態調査・各年度 5月 1日現在※休園除く） 

預かり保育を実施する幼稚園の割合は、年々増加している。 

（ア） 通常日   

      平成２８年度      平成２９年度 

園総数 実施園数 実施率 園総数 実施園数 実施率 

学 校 法 人 立 ３９４園 ３７８園 ９５．９％ ３８９園 ３７５園 ９６．４％ 

個 人 立 等 ２１園 １５園 ７１．４％ １９園 １５園 ７８．９％ 

計 ４１５園 ３９３園 ９４．７％ ４０８園 ３９０園 ９５．６％ 

○ 実施率  ・２６年度 ９１．８％ ・２７年度 ９２．０％ 
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（イ） 休業日（土日等） 

      平成２８年度      平成２９年度 

園総数 実施園数 実施率 園総数 実施園数 実施率 

学 校 法 人 立 ３９４園 ４１園 １０．４％ ３８９園 ４２園 １０．８％ 

個 人 立 等 ２１園 ０園 ０．０％  １９園 ０園 ０．０％ 

計 ４１５園 ４１園 ９．９％ ４０８園 ４２園 １０．３％ 

○ 実施率  ・２６年度 ８．７％ ・２７年度 ８．３％ 

 

（ウ）長期休業日 

      平成２８年度      平成２９年度 

園総数 実施園数 実施率 園総数 実施園数 実施率 

学 校 法 人 立 ３９４園 ３２０園 ８１．２％ ３８９園 ３３１園 ８５．１％ 

個 人 立 等 ２１園 １１園 ５２．４％ １９園 １０園 ５２．６％ 

計 ４１５園 ３３１園 ７９．８％ ４０８園 ３４１園 ８３．６％ 

○ 実施率  ・２６年度 ６９．８％ ・２７年度 ７５．５％ 

  

イ 公立幼稚園（県とりまとめ速報値） 

 平成２８年度 実績 

園総数 実施数 実施率 

平日  

９２ 

５３ ５７．６％ 

休日（土日祝） ８ ８．７％ 

長期休業日 ２２ ２３．９％ 
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Ⅱ 認可外保育施設の千葉県の現況 

（厚生労働省 Ｈ２７認可外保育施設現況調査） 

 

１ 施設数、入所児童数の現況 

（１） 施設数 

県内（政令・中核を除く）の施設数は計１４５か所であり、前年（H26）

の１５３か所から８か所（２．０％）の減少している。 

（単位：か所） 

 平成２８年３月現在 

施設数 

平成２７年３月現在 

施設数 

増減 

ベビーホテル 
４６  

（４６） 

４０  

（４０） 
６ 

その他の認可外保育施設 
９９  

（９９） 

１１３  

（１１３） 
▲１４ 

計 
１４５  

（１４５） 

１５３  

（１５３） 
▲８ 

※ （ ）内は「届出対象施設」の数  

 

＜参考＞ 平成２９年度施設数（平成３０年３月２２日現在の届出状況から） 

  平成２７年度 平成２９年度 

届出対象 

ベビーホテル 46 施設 36 施設 

その他 99 施設 74 施設 

事業所内（企業主導型） - 35 施設 

居宅訪問型 - 78 施設 

小計 145 施設 223 施設 

届出対象

外 

事業所内（企業主導型除く） 163 施設 181 施設 

その他の届出対象外 0 施設 3 施設 

小計 163 施設 184 施設 

合計 308 施設 407 施設 

 ※事業所内（企業主導型）、居宅訪問型は平成２８年度から届出対象 

  平成 28 年度は、現在集計中  

＜届出対象外施設の把握＞ 

  千葉県ホームページにおいて、全ての認可外保育施設に年 1 回の運営状況

報告書の提出を依頼している。また、問い合わせがあった場合は、県内状況

の把握のため、届出対象の有無に関わらず届出提出をお願いしている。 
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（２） 入所児童数 

   入所児童数は３，６３１人で、前年と比較して２００（５，８％）の増加。 
  年齢別では、０～２歳児は２，０２２人、３歳以上の児童は１，４８９人

となっている（就学前）。 
   なお、この他に両親が夜間働いているなどの理由で利用している小学校

入学後の学童も１２０人いる。 

（単位：か所） 

 平成２８年３月現在 

入所児童数 

平成２７年３月現在 

入所児童数 

増減 

ベビーホテル １，０６２ ８６８ １９４ 

その他の認可外保育施設 ２，５６９ ２，５６３ ６ 

計 ３，６３１ ３，４３１ ２００ 

（参考）届出対象外 

事業所内保育施設 

２，４９７ ２,５４９ △５２ 

 

○年齢区分別入所児童数 

 年齢区分別内訳 

０歳 １歳 ２歳 

ベビーホテル（割合） 

【前年度】 

１０６（１０％） 

【８０】 

２４８（２３％） 

【２０６】 

２６６（２５％） 

【２０４】 

その他の認可外保育施設（割合） 

【前年度】 

２０３（８％） 

【２０３】 

５８４（２３％） 

【６１０】 

６１５（２４％） 

【６１０】 

計（割合） 

【前年度】 

３０９（９％） 

【２８３】 

８３２（２３％） 

【８１６】 

８８１（２４％） 

【８１４】 

（単位：人） 

年齢区分別内訳 
合計 

３歳 ４歳以上 学童 不明 

１８７（１８％） 

【１７６】 

２２６（２１％） 

【１８８】 

２９（３％） 

【１４】 

０（０％） 

【０】 

１，０６２（１００％） 

【８６８】 

４３０（１７％） 

【４７４】 

６４６（２５％） 

【６２９】 

９１（３％） 

【３７】 

０（０％） 

【０】 

２，５６９（１００％） 

【２，５６３】 

６１７（１７％） 

【６５０】 

８７２（２４％） 

【８１７】 

１２０（３％） 

【５１】 

０（％） 

【０】 

３，６３１（１００％） 

【３，４３１】 
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（３） ベビーホテルの開所時間及び時間帯別入所児童数 

ア ベビーホテルの保育時間別施設数 
    

区分 ２４時間 宿泊 深夜 夜間 
一時預
かり 

計 

施設数 7 3 0 14 22 46 
 

イ 保育時間帯別入所児童数 

   

区分 

２４時間

保育  

されてい

る者 

主に夜間

に保育  

されてい

るもの 

主に昼間

に保育  

されてい

るもの 

保育時間

帯が 

不明な者  計 

入所児童数 0 48 1,012 2 1,062 

 

２ 指導監督の状況 

（１）認可外保育施設に対する点検の実施状況 

区分 
平成 28 年３月３１日

現在の施設数 

立入調査 

実施施設数 
未実施施設数 

事業所内（院内・その他） 0 0 0 
ベビーホテル（夜間・宿泊） 24 24 0 
ベビーホテル（一時預かり） 22 22 0 

その他の届出対象施設 94 94 0 

 

（２）平成 27 年度認可外保育施設の点検結果及び指導状況 

ア 点検結果 

区   分 適合施設数 不適合施設数 計 

事業所内（院内・その他） 0 0 0 

ベビーホテル（夜間・宿泊） 12 12 24 

ベビーホテル（一時預かり） 22 0 22 

その他の届出対象施設  68 26 94 

計 102 38 140 
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イ 認可外保育施設 文書指導・口頭指導及び勧告件数 

年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

文書指導・口頭指導 ３２ ４１ ３８ 

勧告 － － － 

※平成２８、２９年度は、勧告を各１件行っている。 

※指導監督基準に適合していない主な項目 

 １ 非常災害に対する具体的計画（消防計画）の策定・訓練の実施：12 か所 

 ２ サービス利用者に対する契約内容の書面による交付：10 か所 

３ 乳幼児の健康診断:9 か所 

４ 安全確保：7 か所 

４ 職員に関する書類等の整備：7 か所 

 

３ 利用者の利用状況の把握 

   毎年 10 月 1 日現在の運営状況報告書の提出を、すべての認可外保育施設

を対象に求め、状況を把握している。 

  ○認可外保育運営状況報告書の主な内容 

   １ 施設の名称、所在地 

   ２ 設置者、管理者 

   ３ 開所時間  

   ４ 利用料金設定状況 

５ 保育している児童の人数 

６ 定員数 

７  職務に従事している職員(資格の有無、配置数) 

８ 施 設・設 備 

９ 安全確保対策 
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４ 千葉県の認可外保育施設事故防止対策の推進 

 

認可外保育施設については近年重大事故が発生していることや、認可施設と違い必ずし

も保育従事者が有資格者ではないことなどから、県内各施設の質と安全性向上を図る必要

がある。 

このため、認可外保育施設の保育従事者が定期的に参加可能な研修会を実施するととも

に、事故リスクの高いベビーホテルや定期監査で問題のあった施設に対して、専門的知見

を持つ指導員を派遣し、保育の質と安全性向上を図るため、次の事業を実施している。 

 

（１） 認可外保育施設事故防止対策研修事業 ２,０００千円（Ｈ３０当初予算） 

［実施方法］外部委託 

［委 託 先］プロポーザル方式により決定 

［委託内容］保育事故防止及び保育の質確保のため、年４回研修会を実施する。 

〔積算内訳〕事故防止対策研修回数計４回 

   [前年度実績] 開催回数３回 １６２人参加 

 

（２） 認可外保育施設事故防止対策巡回支援指導事業  

２,６００千円（Ｈ３０当初予算） 
 

［負担割合］国 1/2、県 1/2 （※厚生労働省 保育対策総合支援事業補助金） 

［実施方法］外部委託 

［委 託 先］プロポーザル方式により決定 

［委託内容］保育事故防止及び保育の質確保のため、年 40か所程度指導員を派遣する。 

   [前年度実績] 訪問施設数 １０か所 
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Ⅲ 利用者負担軽減の取組 

 １ 認可保育施設 

   認可保育施設における保育料については、国の施策により年収 360万円未満相当世

帯に対し、多子世帯の保育料負担軽減措置が図られているが、さらに県内 17市町では、

独自の取組によって、負担軽減措置を実施をしている。 

   ○県内市町村における独自の取組例 

国制度 市町村独自の取組例 

保育料 第 1子…満額 

第２子…半額、第３子以降…無償 

※第１子目の計算方法 

・年収 360万円未満の世帯 

  第 1子の対象年齢制限を撤廃 

  第 2子、第 3子以降無償化完全実施 

・年収 360万円以上の世帯   

  第 1子の対象年齢   

第１号（※） 

小３までの子を対象に計算。 

第２・３号（※） 

小学校就学前の子を対象に計算。  

(例)上記年齢を上回る第１子がいる場合 

  第２子…満額（第１子扱い） 

第３子…半額（第２子扱い） 

 

 

 

・年収、所得階層区分に関わらず 

対象にする 

 

 

 

 

・第 1子の対象範囲を 18歳未満まで
の子を対象に計算 

 

 

※1号：満 3歳以上の教育希望、保育を必要としない、小学校就学前の子ども  

    （入所先） 1号⇒幼稚園、認定こども園 

2号：満 3歳以上の保育を必要とする、小学校就学前の子ども 

（入所先） 2号⇒保育所、認定こども園 

3号：満 3歳未満の保育を必要とする、小学校就学前の子ども 

（入所先） 3号⇒保育所、認定こども園、地域型保育入所 

 

２ 認可外保育施設 

   県内で認可外保育施設のある自治体は、54 市町村のうち 29 市町で、そのうち、認

可外保育施設への保育料の補助を実施しているところは、16市である。 

また、平成 30年 3月 22日現在で認可外保育施設指導監督基準を満たす旨の証明を

受けている施設は、届出対象施設 223か所のうち、75か所である。   
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認可外保育施設利用者向け補助金については、県内１６市で実施している。
平成２９年１１月調査

1 千葉市
千葉市先取りプロジェクト認定保育
施設事業

ー ¥20,000
認可外保育施設に支払った保育料から、認可保育
所の保育料月額との差額

船橋市認可外保育施設通園児補助金 ー ¥22,000 認可外保育施設に支払った保育料の２分の１

船橋市認証保育所通園児補助金 ー ¥30,000 認可外保育施設に支払った保育料の２分の１

０～２歳児 ¥70,000

３歳児 ¥35,000

４・５歳児 ¥28,000

３歳未満児 ¥21,000

３歳以上児 ¥10,200

5 木更津市
木更津市認可外保育施設に係る保育
料等助成金

２歳以下児 ¥20,000
認可外保育施設に支払った保育料（給食代含む）
から、認可保育所の保育料月額との差額

３歳未満児 ¥21,800

３歳以上児 ¥12,000

３歳未満児 ¥22,000

３歳以上児 ¥22,000

8 佐倉市 認可外保育施設利用助成金 － ¥68,000
認可外保育施設に支払った保育料から、認可保育
所の保育料月額との差額

9 習志野市 民間保育施設入所児童助成金 － ¥40,000
認可外保育施設に支払った保育料から、認可保育
所の保育料月額との差額

10 市原市 認可外保育施設利用者助成金 ３歳以下児 ¥20,000
認可外保育施設に支払った保育料（昼食代含む）
の３分の１

11 流山市 認可外保育施設等保育料助成金 － ¥50,000
認可外保育施設に支払った保育料から、認可保育
所の保育料月額との差額の２分の１

３歳未満児 ¥8,000

３歳以上児 ¥5,000

13 君津市 君津市認可外保育施設利用者補助金 ３歳未満児 ¥20,000
認可外保育施設に支払った保育料（給食代含む）
から、認可保育所の保育料月額との差額

３歳未満児 ¥25,000

３歳児 ¥14,000

４歳以上児 ¥10,000

３歳未満児 ¥23,000

３歳児 ¥12,000

４歳以上児 ¥10,000

15 四街道市
認可外保育施設入所児童保護者助成
金

－ ¥77,000
認可外保育施設に支払った保育料から、認可保育
所の保育料月額との差額

３歳未満児 ¥6,600

３歳以上児 ¥4,100

事業名 対象児童年齢
助成額
（月額）

認可外保育施設利用者補助金

鎌ケ谷市保育手当

認証保育所通園児補助金
（開所時間１１時間、延長保育の実
施、
　有資格者を３分の２以上配置が条
件）

認可外保育施設利用者助成金

14

認可外保育施設に支払った保育料から、認可保育
所の保育料月額との差額の２分の１
なお、各月初日の入所児童の属する世帯の階層区
分により上限額に差異あり

7

4

大網白里市

松戸市

成田市

2 船橋市

柏市3

16

12 鎌ケ谷市

市町村名

認可外保育施設に払った保育料のうち上限額まで
補助。

○市町村の認可外保育施設利用者向け補助金一覧

備考

認可外保育施設に払った保育料のうち上限額まで
補助
第３子以降がいる場合、25,000円を上限に別途助
成あり

認可外保育施設に支払った保育料から、認可保育
所の保育料月額との差額の２分の１

認可外保育施設に払った保育料のうち上限額まで
補助。

認可外保育施設に払った保育料のうち上限額まで
補助。
別途、所得加算補助、兄弟姉妹加算補助あり

浦安市

簡易保育所通園児補助金
（１０時間以上開所、
有資格者を３分の１以上配置）

認可外保育施設に払った保育料のうち上限額まで
補助。

6
松戸市認可外保育施設利用者負担軽
減助成金

簡易保育園保育料補助金市川市

児童が利用する認可外保育施設の保育料と支給上
限額※のいずれか低い金額と
当該児童が認可保育所等を入所した場合に適用さ
れる保育料額との差額を助成

柏市保育ルーム委託乳幼児扶助費
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Ⅳ 認可外保育施設等の無償化の取扱いについての意見 

 

＜無償化について＞ 

① 若い世代が理想の子供数を持たない理由は、「子育てや教育にお金がかかりすぎる

から」が最大の理由であり、教育費への支援を求める声が多いとの調査結果が出

ていることから、経済的負担の軽減は必要だと考える。 

② 待機児童の受け皿として認可外保育施設を利用している者もいることから、無償

化の対象とすることは合理的理由がある。 

 

＜考慮が必要と考えられる事項＞ 

③ 無償化の対象とする子どもは、保育の必要があるとして認定されていることが望

ましい。 

④ 無償化の対象とする認可外保育施設を選定する場合は、その基準を明確にする必

要がある。（届出対象施設、適格証明の有無等） 

⑤ 料金設定は、施設により差があるため一定額以内とすることが妥当である。 

⑥ 現状で自治体が実施している利用者負担軽減制度に沿った仕組となるよう事業設

計をしてもらいたい。（例えば、施設で取りまとめを行い、自治体への申請を行う

など） 

⑦ 無償化にあたっては、全国的に統一された基準が適用されることが望ましい。 

⑧ 自治体で準備期間が設けられるよう早めに基準を周知されたい。 

 

＜懸念事項等＞ 

⑨ 保育料の無償化は、保育ニーズの掘り起こしになる可能性もある。 

⑩ 待機児童解消に向けた施設整備補助及び保育士確保のための処遇改善などの取組

について、引き続き予算確保と充実をお願いしたい。 

⑪ 認可外保育施設の質の確保のため、自治体の指導体制強化対策への国の支援をお

願いしたい。 
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